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03.水道施設の概要（配水区の概要）

№ 配水区配水区配水区配水区 水源水源水源水源 給水件数（件）給水件数（件）給水件数（件）給水件数（件） 1日平均配水量（㎥）日平均配水量（㎥）日平均配水量（㎥）日平均配水量（㎥）

①①①① 中央配水区中央配水区中央配水区中央配水区 地下水・河川水を混合地下水・河川水を混合地下水・河川水を混合地下水・河川水を混合 17,530 12,301

②②②② 桜山配水区桜山配水区桜山配水区桜山配水区 地下水地下水地下水地下水 2,388 1,281

③③③③ 八幡台配水区八幡台配水区八幡台配水区八幡台配水区 地下水地下水地下水地下水 1,341 762

④④④④ 八幡増圧配水区八幡増圧配水区八幡増圧配水区八幡増圧配水区 地下水地下水地下水地下水 885 672

⑤⑤⑤⑤ 野原配水区野原配水区野原配水区野原配水区 地下水地下水地下水地下水 367 234

⑥⑥⑥⑥ 清里配水区清里配水区清里配水区清里配水区 地下水地下水地下水地下水 542 241

①①①①

②②②②

③③③③

④④④④

⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥

中央配水区は
荒尾市全体の
78％を

占めているぞう！



04.水道施設の概要（現在の水道施設）

中央水源地中央水源地中央水源地中央水源地

万田山配水池万田山配水池万田山配水池万田山配水池

ＰＰＰＰ

ＰＰＰＰ

平山配水池平山配水池平山配水池平山配水池

屋形山配水池屋形山配水池屋形山配水池屋形山配水池

桜山水源地桜山水源地桜山水源地桜山水源地 ＰＰＰＰ

八幡台水源地八幡台水源地八幡台水源地八幡台水源地 ＰＰＰＰ

ＰＰＰＰ

樺増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所樺増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所樺増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所樺増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所 ＰＰＰＰ

5 9

ＰＰＰＰ

ありあけ浄水場ありあけ浄水場ありあけ浄水場ありあけ浄水場

野原水源地野原水源地野原水源地野原水源地 ＰＰＰＰ

清里水源地清里水源地清里水源地清里水源地 ＰＰＰＰ

ＰＰＰＰ

ＰＰＰＰ

ＰＰＰＰ

ＰＰＰＰ

ＰＰＰＰ

ＰＰＰＰ

3

3

2

2

1

12,301m312,301m312,301m312,301m3////日日日日

1,281m31,281m31,281m31,281m3////日日日日

762m3762m3762m3762m3////日日日日

672m3672m3672m3672m3////日日日日

234m3234m3234m3234m3////日日日日

241m3241m3241m3241m3////日日日日

7,140m3/7,140m3/7,140m3/7,140m3/日日日日大牟田市へ

18,000m3/日

①中央配水区①中央配水区①中央配水区①中央配水区①中央配水区①中央配水区①中央配水区①中央配水区

②桜山配水区②桜山配水区②桜山配水区②桜山配水区②桜山配水区②桜山配水区②桜山配水区②桜山配水区

③八幡台配水区③八幡台配水区③八幡台配水区③八幡台配水区③八幡台配水区③八幡台配水区③八幡台配水区③八幡台配水区

④八幡増圧配水区④八幡増圧配水区④八幡増圧配水区④八幡増圧配水区④八幡増圧配水区④八幡増圧配水区④八幡増圧配水区④八幡増圧配水区

⑤野原配水区⑤野原配水区⑤野原配水区⑤野原配水区⑤野原配水区⑤野原配水区⑤野原配水区⑤野原配水区

⑥清里配水区⑥清里配水区⑥清里配水区⑥清里配水区⑥清里配水区⑥清里配水区⑥清里配水区⑥清里配水区

取水取水取水取水井井井井::::計計計計12121212箇所箇所箇所箇所 20202020本本本本

※25m※25m※25m※25mプール（プール（プール（プール（25252525ｍｍｍｍ××××12121212ｍｍｍｍ××××1.2m1.2m1.2m1.2m）が）が）が）が360360360360ｍｍｍｍ3333



企業局企業局企業局企業局

市内の北部に市の水道事業と三池炭鉱専用水道の市内の北部に市の水道事業と三池炭鉱専用水道の市内の北部に市の水道事業と三池炭鉱専用水道の市内の北部に市の水道事業と三池炭鉱専用水道の2222つのつのつのつの水道が存在水道が存在水道が存在水道が存在((((一元化区域一元化区域一元化区域一元化区域))))
【【【【問題問題問題問題】】】】料金格差、水源等の問題料金格差、水源等の問題料金格差、水源等の問題料金格差、水源等の問題 →→→→ 【【【【あるべき姿あるべき姿あるべき姿あるべき姿】】】】市の水道事業に一元化市の水道事業に一元化市の水道事業に一元化市の水道事業に一元化
【【【【課題課題課題課題】】】】 ①新たな水源の確保①新たな水源の確保①新たな水源の確保①新たな水源の確保

②新たな浄水場の建設②新たな浄水場の建設②新たな浄水場の建設②新たな浄水場の建設

宿舎、社宅などの居住に必要な水を供給自家用水道で、宿舎、社宅などの居住に必要な水を供給自家用水道で、宿舎、社宅などの居住に必要な水を供給自家用水道で、宿舎、社宅などの居住に必要な水を供給自家用水道で、100100100100人を越え、かつ人を越え、かつ人を越え、かつ人を越え、かつ1111日最大供給量が日最大供給量が日最大供給量が日最大供給量が20202020㎥㎥㎥㎥を超を超を超を超

えるものをいう。えるものをいう。えるものをいう。えるものをいう。

市の水道が布設されていない時期に、社宅などの周辺の一般家庭に対して三池炭鉱専用水道から給水を市の水道が布設されていない時期に、社宅などの周辺の一般家庭に対して三池炭鉱専用水道から給水を市の水道が布設されていない時期に、社宅などの周辺の一般家庭に対して三池炭鉱専用水道から給水を市の水道が布設されていない時期に、社宅などの周辺の一般家庭に対して三池炭鉱専用水道から給水を

受けていた家庭を「一般有料給水家屋」と呼んでいた。法的には専用水道からの給水はできないことになっ受けていた家庭を「一般有料給水家屋」と呼んでいた。法的には専用水道からの給水はできないことになっ受けていた家庭を「一般有料給水家屋」と呼んでいた。法的には専用水道からの給水はできないことになっ受けていた家庭を「一般有料給水家屋」と呼んでいた。法的には専用水道からの給水はできないことになっ

ている。ている。ている。ている。

炭鉱の影響による地域住民の自家用井戸の枯渇等に伴う給水補償。水道料金は、炭鉱の影響による地域住民の自家用井戸の枯渇等に伴う給水補償。水道料金は、炭鉱の影響による地域住民の自家用井戸の枯渇等に伴う給水補償。水道料金は、炭鉱の影響による地域住民の自家用井戸の枯渇等に伴う給水補償。水道料金は、8888㎥まで無料で、それ㎥まで無料で、それ㎥まで無料で、それ㎥まで無料で、それ

を超えるとを超えるとを超えるとを超えると1111㎥当たり㎥当たり㎥当たり㎥当たり13131313円と低廉な料金円と低廉な料金円と低廉な料金円と低廉な料金だっただっただっただった。。。。

専用水道とは？専用水道とは？専用水道とは？専用水道とは？

一般有料給水とは？一般有料給水とは？一般有料給水とは？一般有料給水とは？

補償給水とは？補償給水とは？補償給水とは？補償給水とは？

05.一元化事業とは？①

一元化区域
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06.一元化事業とは？②



水利権取得（平成水利権取得（平成水利権取得（平成水利権取得（平成20202020年年年年7777月）月）月）月）
・荒尾市・荒尾市・荒尾市・荒尾市 ：：：：8,0008,0008,0008,000㎥㎥㎥㎥////日日日日
・大牟田市・大牟田市・大牟田市・大牟田市 ：：：：10,00010,00010,00010,000㎥㎥㎥㎥////日日日日

07.一元化事業とは？③ （新たな水源の確保）

菊池川



≪≪≪≪ありあけ浄水場の特徴ありあけ浄水場の特徴ありあけ浄水場の特徴ありあけ浄水場の特徴≫≫≫≫ 施設能力：26,100㎥/日

①共同浄水場とすることで建設、維持管理費のコストを低減①共同浄水場とすることで建設、維持管理費のコストを低減①共同浄水場とすることで建設、維持管理費のコストを低減①共同浄水場とすることで建設、維持管理費のコストを低減

②民間のノウハウを生かすため②民間のノウハウを生かすため②民間のノウハウを生かすため②民間のノウハウを生かすためDBODBODBODBO方式（公共が資金を調達し、設計・建設・維持管理（方式（公共が資金を調達し、設計・建設・維持管理（方式（公共が資金を調達し、設計・建設・維持管理（方式（公共が資金を調達し、設計・建設・維持管理（15151515年間）年間）年間）年間）

を一括で民間委託）を採用を一括で民間委託）を採用を一括で民間委託）を採用を一括で民間委託）を採用

③セラミック膜ろ過方式の採用③セラミック膜ろ過方式の採用③セラミック膜ろ過方式の採用③セラミック膜ろ過方式の採用

・導水の位置エネルギーを最大限活用し、ほとんど動力を必要としない処理を実現・導水の位置エネルギーを最大限活用し、ほとんど動力を必要としない処理を実現・導水の位置エネルギーを最大限活用し、ほとんど動力を必要としない処理を実現・導水の位置エネルギーを最大限活用し、ほとんど動力を必要としない処理を実現

・セラミック膜は・セラミック膜は・セラミック膜は・セラミック膜は15151515年間交換が不要年間交換が不要年間交換が不要年間交換が不要

・従来の砂ろ過方式と比較し、省スペース・従来の砂ろ過方式と比較し、省スペース・従来の砂ろ過方式と比較し、省スペース・従来の砂ろ過方式と比較し、省スペース

セラミック膜セラミック膜セラミック膜セラミック膜

ありあけ浄水場ありあけ浄水場ありあけ浄水場ありあけ浄水場

膜ろ過ユニット膜ろ過ユニット膜ろ過ユニット膜ろ過ユニット

08.一元化事業とは？④ （新たな浄水場の建設）
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09.行政区域内人口と給水人口および水道普及率の推移
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一元化により増加一元化により増加一元化により増加一元化により増加
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10.年間配水量と年間有収水量および有収率の推移

配水池

水道管

ご家庭など
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流量計水道メーター
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節水機器の普及などによって、節水機器の普及などによって、節水機器の普及などによって、節水機器の普及などによって、
一人あたりの使用水量は、一人あたりの使用水量は、一人あたりの使用水量は、一人あたりの使用水量は、

減少傾向にある減少傾向にある減少傾向にある減少傾向にある

11.一日平均配水量と一人一日使用水量の推移
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蒸発残留物（mg/L）

硬度（mg/L）

蒸発残留物水質基準蒸発残留物水質基準蒸発残留物水質基準蒸発残留物水質基準 ５００ｍｇ／Ｌ以下５００ｍｇ／Ｌ以下５００ｍｇ／Ｌ以下５００ｍｇ／Ｌ以下

硬度硬度硬度硬度水質基準水質基準水質基準水質基準 ３００ｍｇ／Ｌ以下３００ｍｇ／Ｌ以下３００ｍｇ／Ｌ以下３００ｍｇ／Ｌ以下

おいしい水の要件おいしい水の要件おいしい水の要件おいしい水の要件
蒸発残留物蒸発残留物蒸発残留物蒸発残留物 ３０～２００３０～２００３０～２００３０～２００mg/Lmg/Lmg/Lmg/L
硬硬硬硬 度度度度 １０～１００１０～１００１０～１００１０～１００mg/Lmg/Lmg/Lmg/L

※※※※厚生労働省より厚生労働省より厚生労働省より厚生労働省より

12.水質の変化（おいしい水の要件）

平成平成平成平成24242424年年年年4444月月月月
ありあけ浄水場給水開始ありあけ浄水場給水開始ありあけ浄水場給水開始ありあけ浄水場給水開始

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

（（（（mg/Lmg/Lmg/Lmg/L））））
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13.財政状況 収益と費用の推移

8.138.138.138.13 8.028.028.028.02 7.977.977.977.97

10.1010.1010.1010.10 10.2010.2010.2010.20



■地下水の水質について
近年、海岸部に近い井戸の水質に変化がみられ、地下水の塩水化現象
が現れてきています。現在数本の井戸から取水を制限しています。

中央水源 4号井

中央水源 17号井

中央水源 14号井

中央水源 15号井

■■■■取水を制限した井戸■取水を制限した井戸■取水を制限した井戸■取水を制限した井戸■■■■■取水を制限した井戸■取水を制限した井戸■取水を制限した井戸■取水を制限した井戸■

14.経営課題① 井戸の塩水化

名称名称名称名称 取水能力取水能力取水能力取水能力
制限の制限の制限の制限の

割合割合割合割合

制限制限制限制限

開始時期開始時期開始時期開始時期

4号井戸 900900900900㎥㎥㎥㎥////日日日日 93％
平成24年

3月

14号井戸 900900900900㎥㎥㎥㎥////日日日日 廃止
平成25年

1月

15号井戸 2000200020002000㎥㎥㎥㎥////日日日日 廃止
平成25年

1月

17号井戸 900900900900㎥㎥㎥㎥////日日日日 83％
平成24年

3月



耐震・劣化診断（平成20～22年度実施）の結果

【老朽化】管路総延長（約435km）のうち、約12%（約54km）の管路が

法定耐用年数(40年)を超えている。

【耐震化】管路総延長（約435km）のうち、約71%（約311km）の管路が

耐震化されていない。

基幹管路※総延長（約127km）のうち、約55%（約70km）の管路が

耐震化されていない。

15.経営課題② 管路・施設の老朽化と耐震化

水源地名 施設名 耐震診断 劣化診断

中央水源地

屋形山NO.1配水池 補強が必要 補修が必要

屋形山NO.2配水池 ○ 補修が必要

屋形山NO.3配水池 ○ 補修が必要

着水井 ○ 補修が必要

浄水池 ○ 補修が必要

操作室 ○ 補修が必要

八幡台水源地

Ⅰ系浄水池 補強が必要 補修が必要

Ⅰ系ポンプ室 ○ 補修が必要

Ⅱ系浄水池 ○ 補修が必要

Ⅱ系ポンプ室 ○ 補修が必要

桜山水源地
浄水池 補強が必要 補修が必要

ポンプ室 ○ 補修が必要

管路

施設 老朽老朽老朽老朽化した化した化した化した蓄電池設備蓄電池設備蓄電池設備蓄電池設備

老朽化した自家発設備老朽化した自家発設備老朽化した自家発設備老朽化した自家発設備



荒尾市の人口は、1985年（昭和60年）をピークに減少

⇒その後も減少をしつづけ、2060年（平成72年）には36,000人になると予測

⇒人口が減少すると、その分、料金収入が減少する

⇒ＤＢＯ方式や包括委託による民間活用を導入し、

支出を抑える努力をしているが、これにも限界が見られる

16.経営課題③ 需要減少下での経営の維持
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厚生労働省：新水道ビジョンポータルサイトより抜粋

17.水道事業ビジョンとは① 新水道ビジョンの基本理念

将来の水道の理想像を示すもの将来の水道の理想像を示すもの将来の水道の理想像を示すもの将来の水道の理想像を示すもの

目指すべき方向性目指すべき方向性目指すべき方向性目指すべき方向性

実現するための方策実現するための方策実現するための方策実現するための方策

関係者の役割分担関係者の役割分担関係者の役割分担関係者の役割分担



厚生労働省：新水道ビジョンポータルサイトより抜粋

18.水道事業ビジョンとは② 取組みの目指す方向性
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局
設
立

平成30年度平成29年度平成21年度

現在の水道ビジョンは平成30年度が目標設定期間となっているが、以下
のように水道事業を取り巻く状況が変化している状況となっている。
・企業局の設立
・水道事業等包括委託が開始
・熊本地震
・地下水質の変化
よって、新たな水道ビジョンの策定に取りかかることにした。

H26,4 H28,4,1 H28,4,14

19.荒尾市における策定状況

策定期間
公表


